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• 何を監視しているか
☞北海道の活火山

☞常時観測火山

• 何で監視しているか
☞火山の観測機器

• 火山異常を捉えたら
☞火山の防災情報
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札幌

仙台

福岡

鹿児島
東京

• 日本の活火山は111（道内には北方領土を含め31火山）
• 現在常時観測火山は50（道内９火山）
• 火山近傍に観測装置を設置。リアルタイムでデータを監視に活用
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十勝岳
Tokachidake(2077m)

樽前山
Tarumaesan

(1041m樽前山、1102m風不死岳)

倶多楽
Kuttara

(549m四方嶺、377ｍ日和山)

アトサヌプリ
Atosanupuri(508m)

雌阿寒岳
Meakandake(1499m)

恵 山
Esan(618m)

北海道駒ケ岳
Hokkaido-Komagatake

(1131m 剣ヶ峯)

有珠山
Usuzan(733m 大有珠)

大雪山
Taisetsuzan(2291m 旭岳)
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生命に危険を及ぼす火山現象

「火山に強くなる本」（山と渓谷社，2003）より抜粋し加筆

融雪型火山泥流

火砕流

溶岩流

大きな噴石

火山灰や小さな噴石の降下

火山ガス
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噴火の兆候を捉える

深い所から浅い所へマグマ
上がってくると、様々な現象
があらわれる。
・火山ガスが増える
・地震や微動が増える
・山体が膨らむ など

↓
火山性地震や微動、山の膨ら
みを観測する機器を火山近傍
に設置し、常時監視
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札幌で24時間監視

噴火の兆候を捉える

深い所から浅い所へマグマ
上がってくると、様々な現象
があらわれる。
・火山ガスが増える
・地震や微動が増える
・山体が膨らむ など

↓
火山性地震や微動、山の膨ら
みを観測する機器を火山近傍
に設置し、常時監視

監視カメラ

地震計

GNSS

空振計

傾斜計
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気象庁の監視観測体制

観測・監視に基づく
防災情報発表

過去の噴火推移
観測経験
研究成果

気象庁（気象台）
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火山観測点強化

• 監視火山追加
• 観測項目追加
• 観測点増設
• 部外機関からのデータ分岐

気象庁による火山観測体制の変遷
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火山観測点（2000/1/1）
地震計 空振計 傾斜計 GNSS 監視カメラ

雌阿寒岳 1 1
十勝岳 2 2 1
樽前山 1
有珠山 1 1
北海道駒ヶ岳 1 1 1

火山観測点（カッコ内は部外観測点）
地震計 空振計 傾斜計 GNSS 監視カメラ

アトサヌプリ 4(2) 2 2 2(2) 3
雌阿寒岳 7(3) 2(1) 2(2) 4(3) 2(2)
大雪山 2 1 1 2
十勝岳 8(6) 4(3) 3(3) 7(4) 2(3)
樽前山 6(10) 2(6) 3(5) 5(5) 2(4)
俱多楽 3(1) 2 2 2(3) 2
有珠山 4(8) 2(1) 2(3) 3(6) 2
北海道駒ヶ岳 7(7) 3 3(5) 5(6) 3(1)
恵山 3 1 2 1(1) 2
部外は北海道大学、地質研、防災科技研、地理院、開発局、北海道
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火山防災情報の種類と概要

種 類 概 要

噴火速報 登山者や周辺の住民に対して、火山が噴火したことを端的にいち早く
伝え、身を守る行動を取っていただくために発表する情報

噴火警報
噴火警報は、噴火に伴って生命に危険を及ぼす火山現象の発生が予想
される場合やその危険が及ぶ範囲の拡大が予想される場合に警戒が必
要な範囲等を明示して発表する

噴火予報 噴火予報は、火山活動の状況が静穏である場合、あるいは火山活動の
状況が噴火警報には及ばない程度と予想される場合に発表する

火山の状況に関する

解説情報（臨時）

噴火警戒レベルの引上げ基準に現状達していないが、今後の活動の推
移によっては噴火警戒レベルを引き上げる可能性があると判断した場
合、または判断に迷う場合に、火山活動の状況や防災上警戒・注意す
べき事項等を「臨時」であることを明記して伝えるための情報

火山の状況に関する

解説情報

現時点では、噴火警戒レベルを引き上げる可能性は低いが、火山活動
に変化がみられるなど、火山活動の状況を伝える必要があると判断し
た場合に、適時発表する情報

火山活動解説資料
噴火警報等を発表した場合に、必要に応じて写真や図表等を用いて、
火山活動の状況や防災上警戒・注意すべき事項等について解説するた
め、随時及び定期的に発表する資料

噴火に関する火山観測報 噴火が発生したことや、噴火の発生時刻、噴煙高度等を噴火後直ちに
知らせる情報

降灰予報（定時・速報・
詳細）

噴火により、どこにどれだけの量の火山灰が降るかや、風に流されて
降る小さな噴石の落下範囲の予測を伝える情報
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噴火警報・予報
噴火に伴って生命に危険を及ぼす火山現象の発生が予想される場合やそ
の危険が及ぶ範囲の拡大が予想される場合に警戒が必要な範囲等を明示
して発表する

【噴火警戒レベルが

運用されている火山】

【噴火警戒レベルが

運用されていない火山】

【噴火警報・噴火予報】
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噴火警戒レベル

• 火山活動の状況に応じて「警戒が必要な範囲」と防災機関や住民等の「とるべき防
災対応」を５段階に区分して発表する指標

• 常時観測火山で噴火警報・予報に付されて発表している

https://www.data.jma.go.jp/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/level_toha/level_toha.htm
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情報発表の流れ（例）
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（注）ここで示す火山の活動状況は一例であり、実際は様々なケースがあります。

注1）火山活動の異常現象が観測されずに噴火する場合もあり、噴火警戒レベルの発表が必ずしも段階を追って順番通りになるとは限りません（下がる時も同様）。
注2）各噴火警戒レベルで想定する火山活動の状況及び噴火時等の防災対応の対象地域や具体的な対応方法は地域（各火山）により異なります。

警
報
の
補
足

解
説
情
報
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情報発表の流れ（有珠山の例）
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（注）ここで示す火山の活動状況は一例であり、実際は様々なケースがあります。

注1）火山活動の異常現象が観測されずに噴火する場合もあり、噴火警戒レベルの発表が必ずしも段階を追って順番通りになるとは限りません（下がる時も同様）。
注2）各噴火警戒レベルで想定する火山活動の状況及び噴火時等の防災対応の対象地域や具体的な対応方法は地域により異なります。
注3）噴火速報については、社会的に影響が大きく、噴火の発生を速やかに伝える必要があると判断した場合に発表する。
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噴火警戒レベル１
（活火山であることに留意）

噴火警戒レベル２
（火口周辺規制）

噴火警戒レベル３
（入山規制）

噴火警戒レベル４（高齢者等避難）
またはレベル５（避難）

噴火警戒レベルを運用している火
山では、地元自治体等がレベル毎
の防災対応を予め定めています。 Google earth（元画像を加工）

Data SIO,U.S. Navy, NGA,GEBCO
Image© 2020 TerraMetrics
Image Landsat / Copernicus

常時観測火山
(噴火警戒レベル運用中)

アトサヌプリ
雌阿寒岳
大雪山
十勝岳
樽前山
倶多楽
有珠山
北海道駒ヶ岳
恵山

噴火警報・噴火警戒レベルの
イメージ
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降灰予報（桜島の例）
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降灰予報で使用する降灰量階級表
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国民の方々に火山災害への備えについ
ての関心と理解を深めていただくため、
8月26日を「火山防災の日」に制定
防災訓練や講演会等、その趣旨に相応
しい普及啓発の取組を推進

8月26日は、明治44年に浅間山に日本最初の
火山観測所が設置され、観測が始まった日です。

浅間火山観測所

令和５年活火山法一部改正

８月26日は「火山防災の日」-今年は初年度-
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ご視聴ありがとうございました


